
事
業
家
の
「
止
ま
り
木
」
と
し
て

会長インタビュー

増田文治氏（マスダック社長）

　
―
約
２
５
０
会
員
と
、
全
国

で
は
最
大
の
組
織
で
す
。

　
「
埼
玉
県
産
業
界
の
活
性
化

を
目
的
に
、
産
業
界
を
け
ん
引

す
る
会
員
企
業
が
一
丸
と
な
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
刻
ん
で

き
ま
し
た
。
首
都
圏
の
巨
大
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
隣
接
す
る
埼
玉
県

は
東
日
本
の
結
節
点
で
あ
り
、

自
動
車
、
機
械
、
食
品
、
医
薬

品
と
い
っ
た
各
業
界
が
そ
れ
ぞ

れ
力
を
も
っ
て
お
り
産
業
界
に

貢
献
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
力

を
武
器
に
国
内
外
で
勝
負
し
て

い
る
優
良
企
業
が
多
く
存
在
し

て
い
る
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
産
業
界
と
行
政
、
金
融
、

大
学
の
横
の
つ
な
が
り
が
強
固

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
し
か
け
ら
れ
る
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
地
域
と

い
え
ま
す
」

　
―
情
報
共
有
や
企
業
連
携
な

ど
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
は
毎

年
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
や
４
月

の
定
時
総
会
、
県
内
の
優
秀
な

企
業
経
営
者
を
表
彰
す
る

埼

玉
ち
ゃ
れ
ん
じ
企
業
経
営
者
表

彰

、

月
の
上
田
清
司
埼
玉

県
知
事
を
招
い
た
埼
玉
県
産
業

振
興
懇
談
会
な
ど
、
経
営
課
題

の
解
決
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン

ト
、
企
業
間
連
携
な
ど
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
を
拡
大
す
る
行
事

を
多
数
開
催
し
て
い
ま
す
。
日

本
工
業
大
学
と
埼
玉
産
業
人
ク

ラ
ブ
会
員
企
業
に
よ
る
産
学
交

流
組
織
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産

学
交
流
会
」
、
東
京
電
機
大
学

と
の
産
学
交
流
組
織
「
Ｔ
Ｄ
Ｕ

産
学
交
流
会
」
の
活
動
も
盛
ん

で
、
産
学
連
携
を
深
め
る
有
意

義
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　
―
増
田
会
長
は
２
０
１
０
年

４
月
の
就
任
で
す
。

　
「
自
分
自
身
、
埼
玉
産
業
人

ク
ラ
ブ
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
埼
玉
県
に
は
本
当

に
優
れ
た
企
業
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
経
営
者
の
方
々
も
魅
力
あ

る
方
た
ち
ば
か
り
。
同
時
に
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
あ
る

企
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

ま
す
。
会
長
と
し
て
そ
れ
ら
の

企
業
を
掘
り
起
こ
し
、
多
く
の

方
々
に
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
埼
玉
産
業
界
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

　
―
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
発
足
か
ら

年
の
長
い
歴

史
の
中
で
、
埼
玉
産
業
人
ク
ラ

ブ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
守
っ
て

い
く
の
と
同
時
に
、
マ
ン
ネ
リ

化
せ
ず
に
中
身
を
魅
力
的
な
も

の
に
す
る
た
め
に
も
良
い
意
味

で
企
画
を
進
化
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
も
健
全
な
肉
体
と
精
神
で

真
摯
に
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

る
人
た
ち
の

止
ま
り
木

と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
で
の

活
動
を
企
業
経
営
に
役
立
て
て

も
ら
う
と
と
も
に
、
産
業
界
に

起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
研

究
し
た
り
、
解
決
し
た
り
し
な

が
ら
、
企
業
間
で
手
を
取
り
合

い
発
展
で
き
る
よ
う
、
微
力
な

が
ら
８
代
目
会
長
と
し
て
埼
玉

県
経
済
の
た
め
に
ま
い
進
し
て

参
り
ま
す
」

埼玉産業人クラブ時代に合わせて変化
多
彩
な
顔
ぶ
れ
そ
ろ
う

優
秀
な
経
営
者
の
表
彰
も
実
施

昨年 月の知事懇。左から鈴木川
金ホールディングス社長 上田知
事 増田埼玉産業人クラブ会長

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ

増
田
文

治
会
長

マ
ス
ダ
ッ
ク
社
長

は

１
９
６
４
年
に
発
足
し
た
異
業
種

交
流
会
の
先
駆
け
的
存
在
。

年

以
上
に
わ
た
る
活
動
の
中
で
、
企

業
間
の
み
な
ら
ず
行
政
、
大
学
、

金
融
機
関
な
ど
と
も
連
携
を
深

め
、
埼
玉
県
産
業
に
密
着
し
た
情

報
共
有
網
を
培
っ
て
き
た
。

　
住
田
正
利
前
会
長
の
死
去
を
受

け
、

年
４
月
に
増
田
マ
ス
ダ
ッ

ク
社
長
が
第
８
代
会
長
に
就
任
。

「
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
埼
玉

県
の
産
業
界
に
恩
返
し
を
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
示
し
た
。
大

胆
な
改
革
で
自
社
を
成
功
に
導
い

て
き
た
若
き
新
会
長
の
手
腕
に
期

待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

◇
　
　
◇

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
に
よ
る
代

表
的
な
催
し
が
、
毎
年

月
に
開

く
埼
玉
県
産
業
振
興
懇
談
会

通

称

知
事
懇

だ
。
会
の
第
１
部

で
は
、
県
で
産
業
施
策
に
携
わ
る

幹
部
数
人
が
登
壇
。
こ
れ
に
対

し
、
経
営
者
側
が
質
問
を
投
げ
か

け
る
。
行
政
に
よ
る
技
術
開
発
支

援
や
環
境
対
策
、
企
業
立
地
な
ど

に
つ
い
て
、
毎
回
双
方
が
率
直
な

意
見
を
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
る
。

　
続
く
第
２
部
は
、
埼
玉
県
知
事

と
県
内
有
力
経
営
者
と
の
公
開
討

論
会
と
な
る
。
昨
年

月
の
第

回
知
事
懇
で
は
、
増
田
会
長
と
川

金
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
鈴
木
信

吉
社
長
が
討
論
に
参
加
。
上
田
清

司
知
事
を
交
え
た
３
者
で
、
県
内

中
小
企
業
の
現
状
と
先
行
き
に
つ

い
て
語
り
合
っ
た
。
産
業
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
、
海
外
展
開
、
人
材
育

成
な
ど
企
業
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
の
考
え
を
披
露
。
鈴
木

社
長
は
「
ア
ジ
ア
で
は
、
ジ
ャ
パ

ン
ブ
ラ
ン
ド
が
と
て
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
我
々
は
自
信
を
持

っ
て
売
っ
て
い
く
べ
き
だ
」
と
訴

え
た
。
会
場
に
は
約
１
３
０
人
が

集
ま
り
、
３
者
の
討
論
へ
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　
こ
の
ほ
か
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
県

内
の
優
秀
な
企
業
経
営
者
を
た
た

え
る
「
埼
玉
ち
ゃ
れ
ん
じ
企
業
経

営
者
表
彰
」
を
毎
年
度
実
施
し
て

い
る
。
６
回
目
を
迎
え
た
昨
年
４

月
の
表
彰
で
は
、
埼
玉
県
知
事
賞

を
チ
ャ
レ
ン
ヂ

狭
山
市

の
中

村
敬
佳
社
長
、
埼
玉
産
業
人
ク
ラ

ブ
会
長
賞
を
シ
バ
サ
キ

秩
父

市

の
柴
崎
敏
広
社
長
、
特
別
賞

を
ジ
ャ
ス
ト

さ
い
た
ま
市
大
宮

区

の
本
多
均
社
長
、
ぎ
ょ
う
ざ

の
満
洲

坂
戸
市

の
池
野
谷
ひ

ろ
み
社
長
、
松
本
興
産

小
鹿
野

町

の
松
本
直
樹
社
長
が
受
賞
。

上
田
知
事
に
よ
る
記
念
品
贈
呈
の

後
、
受
賞
各
者
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
同
表
彰
制
度
は
「
日
本
一
の
中

小
企
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
立
県

宣
言
」
を
打
ち
出
し
て
い
る
埼
玉

県
の
産
業
を
支
援
す
る
た
め
、

年
に
創
設
。
審
査
委
員
会
は
、
ド

ラ
ッ
カ
ー
学
会
代
表
の
上
田
惇
生

氏
を
は
じ
め
埼
玉
県
産
業
労
働
部

長
や
県
内
の
有
識
者
ら
で
構
成
し

て
い
る
。

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
地
域
や
共
通

目
的
に
よ
っ
て
集
ま
っ
た
各
部
会

の
活
動
も
活
発
だ
。
埼
玉
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
会

小
原
敏
治
会
長

小

原
歯
車
工
業
社
長
は
、次
世
代
を

担
う
若
手
経
営
者
の
組
織
。
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
を
訪
れ
て
先
輩
経
営

者
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
訪
問
会

を
定
期
開
催
し
て
い
る
。
昨
年

月
に
は
日
本
伸
管
本
社
工
場

新

座
市

を
訪
問
し
、
参
加
者
は
同

社
会
長
で
同
ク
ラ
ブ
副
会
長
の
細

沼
哲
夫
氏
に
よ
る
講
演
に
耳
を
傾

け
た
。
細
沼
氏
は
、
約

年
間
の

経
営
者
生
活
で
経
験
し
て
き
た
成

功
や
失
敗
の
事
例
を
紹
介
。
事
業

が
好
調
な
時
ほ
ど
気
が
緩
ん
で
、

失
敗
に
気
付
き
に
く

い
」
と
後
輩
に
対
し

て
注
意
を
喚
起
し

た
。

　
一
方
、
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川
鉄
工
所
社

長

は
、
日
本
工
業

大
学
の
教
授
と
企
業

経
営
者
の
交
流
を
深

め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
昨

年

月
の
「
第

回
研
究
現
場
訪

問
シ
リ
ー
ズ
で
は
、同
大
学
も
の

づ
く
り
環
境
学
科
に
所
属
す
る
丹

沢
祥
晃
准
教
授
の
研
究
室
を
視
察

し
た
。
丹
沢
准
教
授
は
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
シ
ス

テ
ム
が
専
門
分
野
。
参
加
し
た
会

員
ら
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
温
泉

熱
利
用
発
電
実
験
装
置
や
風
洞
実

験
場
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
た
。

「
実
用
化
に
は
ど
れ
く
ら
い
費
用

が
か
か
る
の
か
」
な
ど
と
関
心
を

示
す
声
が
相
次
い
だ
。

　
長
谷
川
会
長
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
堅
苦
し
く
な
ら
ず
、
産
学
が
和

気
あ
い
あ
い
と
交
流
す
る
」
こ

と
。
こ
の
た
め
同
交
流
会
は
、
研

究
現
場
訪
問
の
み
な
ら
ず
、
ゴ
ル

フ
大
会
や
懇
親
旅
行
な
ど
会
員
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
場
も
積
極
的

に
設
け
て
い
る
。
「
フ
ラ
ン
ク
な

会
話
が
、
共
同
研
究
開
発
の
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
も
あ
る
」

長

谷
川
会
長

と
の
考
え
に
基
づ
く

活
動
方
針
だ
。 埼

玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究

会
の
訪
問
を
受
け
熱

心
に
説
明
す
る
細
沼

日
本
伸
管
会
長

手

前
右

特
集
・
挑
戦
す
る
日
本
の
経
営
者
た
ち概　要

◇１９６４年（昭 ）４月３日設立　会員数　２４７人　
◇事務局所在地　 　さいたま市浦和区岸町７の の４、ニチモ

ビル浦和（日刊工業新聞社さいたま総局内）
◇電話　 　０４８・８７２・２２８１
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